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１．平成29年３月期第３四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年12月 31日） 
(1) 連結経営成績(累計)                                                （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属
する四半期純利益 

 百万円        ％ 百万円        ％ 百万円        ％ 百万円        ％

29年３月期第３四半期 272,918 △5.2  39,377 △23.7  41,968 △19.3  31,052 21.3 
28年３月期第３四半期 287,913 11.7  51,627 10.9  52,034 △1.9  25,606 △14.0 

(注)包括利益  29年３月期第３四半期 41,392百万円(100.3％)  28年３月期第３四半期 20,664百万円(△52.4％) 
 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

 円  銭 円  銭

29年３月期第３四半期 144.39 ― 
28年３月期第３四半期 117.66 ― 
 

(2) 連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

29年３月期第３四半期 568,769 363,234 63.4 
28年３月期 526,103 341,044 64.4 
(参考)自己資本  29年３月期第３四半期 360,879百万円  28年３月期 338,870百万円 

 
２．配当の状況 

 
年間配当金    

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計    

 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭  
28年３月期   ─ 21.00   ─ 21.00 42.00  
29年３月期   ─ 21.00   ─    

29年３月期(予想)    21.00 42.00  

(注)直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無 

 
３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

      （％表示は、対前期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益
親会社株主に帰属

す る 当 期 純 利 益

１株当たり
当期純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 350,800 △8.5 47,100 △28.9 44,300 △31.3 30,000 △2.6 138.58 

(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無  

 
 
 



 

※ 注記事項 

(1)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ：無 

(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)  
 

 

(2)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：無 
 
 

(3)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：無 

② ①以外の会計方針の変更 ：無 

③ 会計上の見積りの変更 ：無 

④ 修正再表示 ：無 

 

 
 

(4)発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 29年３月期３Ｑ 223,544,820株 28年３月期 223,544,820株

② 期末自己株式数 29年３月期３Ｑ 11,320,221株 28年３月期 5,923,363株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 29年３月期３Ｑ 215,058,581株 28年３月期３Ｑ 217,622,519株

 
 
 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短

信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。 
 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で
あると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。ま
た、実際の業績等は世界各地の政治経済環境の変化、為替レートの変動、他社との競争状況、その他の様々
な要因により大きく異なる可能性があります。 
なお、業績予想に関する事項は、添付資料 P.４「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予

想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

 

※ 企業結合に係る暫定的な会計処理の確定について 
平成 28 年３月期第１四半期連結会計期間に行われた企業結合について、前第３四半期連結会計期間におい

て暫定的な会計処理を行っていましたが、前連結会計年度末において暫定的な会計処理の確定を行っていま
す。また、平成 28 年３月期第２四半期連結会計期間に行われた企業結合について、平成 29 年３月期第１四
半期連結会計期間において暫定的な会計処理の確定を行っています。 
比較情報の平成 28 年３月期第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、これらの暫定的な会

計処理の確定による取得原価の当初配分額の見直しが反映された後の金額によっています。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期における世界経済は、中国においては自動車販売の大幅増加はあるものの 12 月

に発表された小型車の減税措置の縮小により引き続き景気減速基調は変わらず、公共投資が景気

の下支えとなる構図となっています。一方、米国においてはトランプ新政権の経済政策への期待

などから株価が上昇、所得環境の改善持続から個人消費は底堅く推移し、企業収益の改善が設備

投資の持ち直しに寄与しました。欧州においては企業業績、家計とも底堅く推移しましたが、政

治情勢の不安から先行き懸念は拭えない状況となっています。わが国経済においては生産・輸出

が持ち直し、また米国大統領選挙後の円安・株高を受け景況感は改善しています。 

当社グループが主要な事業基盤とする自動車業界においては、世界の自動車販売は中国及び欧

州市場の主要国では堅調に推移しましたが、米国においては前年度に対しほぼ横ばいで推移して

います。一方わが国においては軽自動車の販売不振はあるものの、販売台数全体では前年度と比

べほぼ横ばいの水準となっています。 

また半導体業界においては、特にスマートフォン市場において中国メーカーが躍進しています。 

このような状況のもと、当社グループの当第３四半期連結累計期間の連結売上高は 2,729 億

18 百万円（前年同期比 5.2％減）、営業利益 393 億 77 百万円（前年同期比 23.7％減）、経常利益

419 億 68 百万円（前年同期比 19.3％減）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は 310 億

52 百万円（前年同期比 21.3％増）となりました。 

※US$及びEUROは平均対円為替レートを表しています。
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〈自動車関連〉 

当事業は、中国、欧州を中心として自動車販売が伸びており、新車組付用製品の販売は堅調に

推移しました。また、補修用製品の販売も中国市場及びＡＳＥＡＮ地域での好調を受け堅調に推

移しましたが、為替相場においては前年度に比べ円高に振れていることから売上高及び営業利益

の減少要因となっています。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の連結売上高は 2,319 億 68 百万円（前年同期比 3.8％減）、

営業利益は 430 億 34 百万円（前年同期比 20.9％減）となりました。 

441 494 478 484 457 471 482

332 317 309284330 336 334

23.2%21.2%23.3% 22.0%20.5%
16.9% 16.7%

774824 813774 817 790755

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 第１四半期 第２四半期 第３四半期

平成28年３月期 平成29年３月期

単位：億円，％

プラグ関連売上高 センサ関連売上高 売上高営業利益率

〈テクニカルセラミックス関連〉 

半導体関連 

当事業は、客先所要の低迷により売上高は伸び悩みましたが、収益面では生産性の向上や原価

低減など合理化活動を行い改善に努めました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の連結売上高は 149 億 58 百万円（前年同期比 20.2％減）、

営業損失は 39 億 51 百万円（前年同期は 48 億 21 百万円の営業損失）となりました。 

65 54 51 485268 50
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平成29年３月期

半導体関連売上高 売上高営業利益率

 セラミック関連 

当事業は、工作機械向け及び産業機器向けの製品においては客先所要が低迷し売上高が伸び悩

みました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の連結売上高は 232 億 69 百万円（前年同期比 7.3％減）、

営業利益は３億 21 百万円（前年同期比 85.2％減）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

（資産、負債及び純資産の状況） 

 流 動 資 産 固 定 資 産 総 資 産 負 債 純 資 産

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 

29 年３月期第３四半期 293,756 275,012 568,769 205,535 363,234 

28 年３月期 278,313 247,790 526,103 185,058 341,044 

当第３四半期末の総資産は、前連結会計年度末比 426 億 65 百万円増加の 5,687 億 69 百万円と

なりました。これは、主として設備投資による有形固定資産の増加や時価評価等による投資有価

証券の増加によるものです。 

負債は、前連結会計年度末比 204 億 76 百万円増加の 2,055 億 35 百万円となりました。これは、

主として借入金による資金調達によるものです。 

純資産は、主として利益剰余金の増加により、前連結会計年度末比 221 億 89 百万円増加の

3,632 億 34 百万円となりました。 

 

（キャッシュ・フローの状況） 

( 累 計 期 間 ) 
営 業 活 動 に よ る

キャッシュ・フロー

投 資 活 動 に よ る

キャッシュ・フロー

財 務 活 動 に よ る 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物

四 半 期 末 残 高

 百万円 百万円 百万円 百万円 

29 年３月期第３四半期 34,848 △42,376 △3,892 59,607 

28 年３月期第３四半期 34,702 △59,394 25,187 75,143 

営業活動によるキャッシュ・フローにおける収入は、前年同期比１億 45 百万円増加の 348 億 48

百万円となりました。これは、主として法人税等の支払額の減少や売上債権の増減額の影響によ

るものです。 

投資活動によるキャッシュ・フローにより支出した資金は、前年同期比 170 億 18 百万円減少の

423 億 76 百万円となりました。これは、主として前年同期は連結の範囲の変更を伴う子会社株式

の取得による支出があったことによるものです。 

財務活動によるキャッシュ・フローにより支出した資金は、38 億 92 百万円となりました（前年

同期は 251 億 87 百万円の収入）。これは、主として前年同期は社債の発行及び長期借入れによる

収入があったことによるものです。 

この結果、当第３四半期末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に対して為替相場の変

動による換算差額１億 27 百万円を控除した純額で 115 億 48 百万円減少し、596 億７百万円となり

ました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 28 年 10 月 31 日に公表した業績予想数値に変更はありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 

（４）追加情報 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26 号 平成 28 年

３月 28 日）を第１四半期連結会計期間から適用しています。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 37,984 47,248

受取手形及び売掛金 74,942 85,800

有価証券 59,548 49,202

たな卸資産 82,122 89,767

繰延税金資産 12,080 10,370

その他 12,040 11,852

貸倒引当金 △406 △485

流動資産合計 278,313 293,756

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 58,443 62,794

機械装置及び運搬具（純額） 73,286 84,176

土地 19,764 19,811

建設仮勘定 13,393 9,251

その他（純額） 3,586 3,842

有形固定資産合計 168,473 179,877

無形固定資産

のれん 9,372 8,819

ソフトウエア 3,554 3,665

その他 10,498 9,950

無形固定資産合計 23,426 22,436

投資その他の資産

投資有価証券 53,064 69,482

繰延税金資産 987 1,327

その他 1,966 2,017

貸倒引当金 △127 △128

投資その他の資産合計 55,890 72,699

固定資産合計 247,790 275,012

資産合計 526,103 568,769
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 28,049 28,941

短期借入金 11 8,165

リース債務 174 123

未払法人税等 2,038 5,969

その他 36,062 32,628

流動負債合計 66,335 75,828

固定負債

社債 55,000 55,000

長期借入金 24,859 32,848

リース債務 167 77

退職給付に係る負債 32,185 31,506

繰延税金負債 5,325 9,239

その他 1,185 1,035

固定負債合計 118,723 129,706

負債合計 185,058 205,535

純資産の部

株主資本

資本金 47,869 47,869

資本剰余金 54,824 54,825

利益剰余金 245,463 267,461

自己株式 △7,647 △17,647

株主資本合計 340,510 352,507

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 22,733 29,417

為替換算調整勘定 △15,640 △13,470

退職給付に係る調整累計額 △8,734 △7,575

その他の包括利益累計額合計 △1,640 8,371

非支配株主持分 2,174 2,354

純資産合計 341,044 363,234

負債純資産合計 526,103 568,769
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 287,913 272,918

売上原価 183,915 181,988

売上総利益 103,997 90,930

販売費及び一般管理費 52,370 51,552

営業利益 51,627 39,377

営業外収益

受取利息 1,214 850

受取配当金 1,177 1,223

持分法による投資利益 － 417

その他 1,264 1,259

営業外収益合計 3,656 3,750

営業外費用

支払利息 245 229

持分法による投資損失 197 －

為替差損 1,852 48

休止固定資産減価償却費 162 150

その他 792 730

営業外費用合計 3,250 1,159

経常利益 52,034 41,968

特別利益

固定資産売却益 63 470

特別利益合計 63 470

特別損失

固定資産処分損 245 595

投資有価証券評価損 － 64

和解金 14,837 99

特別損失合計 15,082 759

税金等調整前四半期純利益 37,015 41,679

法人税、住民税及び事業税 7,517 8,427

法人税等調整額 3,660 1,891

法人税等合計 11,178 10,318

四半期純利益 25,836 31,361

非支配株主に帰属する四半期純利益 230 308

親会社株主に帰属する四半期純利益 25,606 31,052

決算短信（宝印刷） 2017年01月25日 17時00分 3ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）

日本特殊陶業㈱ (5334) 平成29年３月期 第３四半期決算短信 

－8－ 



四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益 25,836 31,361

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 468 6,673

為替換算調整勘定 △5,744 2,242

退職給付に係る調整額 371 1,155

持分法適用会社に対する持分相当額 △268 △40

その他の包括利益合計 △5,172 10,031

四半期包括利益 20,664 41,392

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 20,737 41,064

非支配株主に係る四半期包括利益 △73 327
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 37,015 41,679

減価償却費 11,842 14,347

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △206 825

受取利息及び受取配当金 △2,391 △2,073

支払利息 245 229

持分法による投資損益（△は益） 197 △417

固定資産処分損益（△は益） 182 124

投資有価証券評価損益（△は益） － 64

売上債権の増減額（△は増加） 3,159 △10,036

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,594 △7,801

仕入債務の増減額（△は減少） 138 155

その他 △294 158

小計 47,292 37,258

利息及び配当金の受取額 2,708 1,859

利息の支払額 △205 △241

法人税等の支払額 △15,091 △4,028

営業活動によるキャッシュ・フロー 34,702 34,848

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） △1,493 △416

有価証券の純増減額（△は増加） 2,857 △8,073

有形固定資産の取得による支出 △29,898 △26,759

無形固定資産の取得による支出 △753 △884

投資有価証券の取得による支出 △238 △7,726

投資有価証券の売却及び償還による収入 6,104 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
による支出

△37,415 －

その他 1,441 1,484

投資活動によるキャッシュ・フロー △59,394 △42,376

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △654 7,453

長期借入れによる収入 19,848 8,000

社債の発行による収入 29,859 －

社債の償還による支出 △15,000 －

自己株式の取得による支出 △6 △10,000

配当金の支払額 △8,478 △9,049

その他 △380 △295

財務活動によるキャッシュ・フロー 25,187 △3,892

現金及び現金同等物に係る換算差額 △892 △127

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △397 △11,548

現金及び現金同等物の期首残高 75,540 71,155

現金及び現金同等物の四半期末残高 75,143 59,607
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当社は、平成 28 年７月 29 日開催の取締役会決議に基づき、自己株式 5,396,600 株の取得を

行っています。この結果、当第３四半期連結累計期間において、自己株式が 10,000 百万円増加

し、当第３四半期連結会計期間末において自己株式が 17,647 百万円となっています。 

 

（四半期連結貸借対照表に関する注記） 

  当社グループは、自動車関連事業における過去の一部の取引において競争法違反の疑いがある

として海外の当局による調査を受けています。これに関連し、顧客からの損害賠償の交渉、民事

訴訟も提起されています。今後、新たな事実が判明した場合は追加の損失が発生する可能性があ

りますが、現時点では四半期連結財務諸表に与える影響を合理的に見積もることは困難です。 

 

（セグメント情報等） 

セグメント情報 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成 27 年４月１日 至 平成 27 年 12 月 31 日) 

 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報 告 セ グ メ ン ト  
そ の 他

( 注 ) １
合 計 調 整 額

四半期連結

損益計算書

計 上 額

( 注 ) ２

自 動 車 

関 連 

テクニカルセラミックス関連
計 

半 導 体 セラミック 計 

売上高    

外部顧客への売上高 241,119 18,743 25,113 43,857 284,977 2,936 287,913 － 287,913

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
－ － － － － － － － －

計 241,119 18,743 25,113 43,857 284,977 2,936 287,913 － 287,913

セグメント利益 

又は損失(△) 
54,403 △4,821 2,168 △2,652 51,750 △122 51,627 － 51,627

(注)１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、材料売上、福利

厚生サービス業及び運送業等を含んでいます。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しています。 

日本特殊陶業㈱ (5334) 平成29年３月期 第３四半期決算短信 

－11－ 



 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成 28 年４月１日 至 平成 28 年 12 月 31 日) 

 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報 告 セ グ メ ン ト 
そ の 他

( 注 ) １
合 計 調 整 額

四半期連結

損益計算書

計 上 額

( 注 ) ２

自 動 車 

関 連 

テクニカルセラミックス関連
計 

半 導 体 セラミック 計 

売上高    

外部顧客への売上高 231,968 14,958 23,269 38,227 270,196 2,721 272,918 － 272,918

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
－ － － － － － － － －

計 231,968 14,958 23,269 38,227 270,196 2,721 272,918 － 272,918

セグメント利益 

又は損失(△) 
43,034 △3,951 321 △3,630 39,404 △26 39,377 － 39,377

(注)１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、材料売上、福利

厚生サービス業及び運送業等を含んでいます。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しています。 

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

平成 28 年４月より、テクニカルセラミックス関連事業において、従来、半導体関連に含め

ていた半導体製造装置用製品につきましてはセグメント管理区分を見直し、セラミック関連へ

変更しました。 

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第３四半期連結累計期間の報告セ

グメントの区分に基づき作成したものを開示しています。 
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